三重地区
	13) 中勢ブロック


　　　１．「　２００４年度ブロック宣教司牧計画（短期）」の評価について

　　　　　①将来を担う子ども・青少年への対応

· 一泊黙想会（小５～高３の受堅者対象）

　　　　中・高生という難しい年齢が対象であったが多くの参加を得、若い指導司祭と青年

　　　　たちの協力とによって打ち解け、個々に違いはあるが信仰を深め、堅信のために相

　　　　応しい準備ができた。

　　　　参加人数は各教会で格差があり、全ての対象者の参加を得ることができなかったの

　　　　は残念である。

· リーダー研修会

　　　　一泊二日の研修会という事で、他地区のリーダーとの交わりが長く持て、良い刺激を

　　　　受けた。

　　　　　　②滞日外国人との交わり

· 各小教区の国際協力担当者の集まり

　　　　ブロックとしての集まりは持てなかったが各小教区の担当者が東海・近畿・中国地区

　　　　の研修会（奈良）に参加し、他教会の取り組みが理解でき参考になった。次年度の

　　　　活動にいかしたい。

　　　　　　③宣教への取り組みの弱さ

· 平和旬間行事

　　　　ブロックとしての取り組みが遅れ、各小教区単位で実施した。

　　　　次年度はブロックで取り組むように早期に実行委員会を立ち上げ始動させる。

　　　　　　④信仰を深めるための生涯努力

· 『日常からミサを生きる』

　　　　豊かな典礼を心がけた。滞日外国人の方々は日常生活と信仰が深く結びつき、祈り

　　　　への姿勢に刺激を受け、『日常からミサを生きる』事について考えさせられた。

　　　　司教訪問・黙想会等をきっかけに、このテーマについて分かち合いが広がった。

　　　　しかし、『日常からミサを生きる』という言葉自体の意味が全ての信徒に浸透している

　　　　とは言いがたい。

· 「信仰の要理」を広げる。

　　　　各小教区で聖書研究会、「カトリック教会の教え」学習会、アルファコース等、積極的

　　　　に進めている。

· 集会司式者・聖体拝領の特別奉仕者学習会

　　　　三重地区学習会に参加

· 女性部提案事業

　　　　各小教区で組織が異なり、女性部として活動する事が困難な小教区が増え、今年度

　　　　は実施できず。ブロック内の大きな行事に相互協力をする。

　　　　　　⑤支え合う共同体づくり

· 地区集会の継続・発展

　　　　各小教区にて様々な形ではあるが地区集会（家庭集会）の継続・発展に努力してい

　　　　る。

・全ての項目について支え合う共同体となる。

・その他、ウォーカソン、ネリグ神父様の金祝、上野５０周年行事等

